
2019

THE SYLLABUS

T
H

E
 S

Y
LLA

B
U

S
 

授業要項

福井大学大学院
医学系研究科

博士課程
医
学
系
研
究
科
博
士
課
程 

授
業
要
項

福
井
大
学
大
学
院大学院 福井大学大学院

2019

2019

福井大学大学院
医学系研究科

博士課程

表紙転送.indd   1 2019/03/25   13:50:35



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

授業要項（シラバス）について

 
医学系研究科博士課程は，平成 年度から統合先進医学専攻に改組され，平成 年 月の入

学生から新しいカリキュラムになりました。

大学院は現在学生指導の実質化を求められており，本学の改組においても，従前より大学院の

授業，特に共通科目の授業は一定以上の出席を求められることになります。そのため，授業の内

容を予め周知するためにシラバスを作成しています。

この授業要項（シラバス）は，医学系研究科博士課程において開講される授業科目の授業内容，

授業形式，到達目標，評価方法など，授業を受ける上で必要な予備知識が掲載されています。大

学院を修了するまでに必要な授業科目の選択や履修計画および履修登録を行う際に役立ててく

ださい。

また，この授業要項（シラバス）は，授業を履修する学生の皆さんのために準備されたもので

あるとともに，授業を担当される教員にとっても，より良い授業の実現を目指して授業内容の充

実や効果的な教授法の改善を行う資料にもなるものです。授業科目の内容や授業方法等について

疑問や質問などありましたら，更なる充実のために授業担当教員または学務室へご相談くださ

い。 
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